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○ みどりの食料システム戦略に基づき、消費者の選択に資する環境負荷低減の取組の「見える化」を進めます。

○ 化学肥料・化学農薬や化石燃料の使用量、バイオ炭の施用量、水田の水管理などの栽培情報を用い、定量的に温室効果ガスの排出と吸収を
算定し、削減への貢献の度合いに応じ星の数で分かりやすく表示します。

○ 米については、生物多様性保全の取組の得点に応じて評価し、温室効果ガスの削減貢献と合わせて等級表示できます。

○ 農産物等にラベル表示するための基本的な考え方と、算定・表示の手順を整理したガイドラインを策定し、令和６年３月に
「見える化」の本格運用を開始しました。 （登録番号付与967件、販売店舗等1,0２６か所 令和7年５月末時点）

○ 生産者・事業者に対する算定支援や販売資材の提供を引き続き実施するとともに、「見える化」した農産物が優先的に選択
されるよう、各種調達基準への位置づけや消費者の購買意欲を高めるための民間ポイントとの連携を検討します。

１．環境負荷低減の見える化システム概要（１）

生物多様性保全への配慮
※米に限る

★ ：取組の得点１点
★★ ： 〃 ２点
★★★： 〃 ３点以上

＜取組一覧＞

化学農薬・化学肥料の

不使用
２点

化学農薬・化学肥料の

低減

（５割以上10割未満）
1点

冬期湛水 1点

中干し延期または中止 1点

江の設置等 1点

魚類の保護 1点

畦畔管理 1点

店舗への印象

95％が
良い印象

N=297

56%34%

5%

良い

どちらでもない
やや良い

非常に
良い

消費者へのわかりやすい表示
【令和４年度・令和５年度 実証より】

詳しくは
農林水産省HPへ

※括弧書きがないものは全て露地のみ

温室効果ガス削減への貢献

地域の標準的栽培方法
での排出量（品目別）

対象生産者の栽培方法
での排出量（品目別）

排出（農薬、肥料、燃料等）
ー吸収（バイオ炭等）

栽培情報を用い、生産時の温室効果ガス排出量を試算し、地域の慣行栽培
と比較した削減貢献率を算定。

１００％ ー ×100 = 削減貢献率（％）
★ ：削減貢献率５％以上
★★ ： 〃 10%以上
★★★： 〃 20%以上

取組者からは、

・既存の栽培データで簡単に算定が
 できた
・ラベルを付けたことで売上が伸びた

との声。

対象品目：24品目（令和7年５月末時点）
米、トマト(露地・施設) 、キュウリ(露地・施設) 、なす(露地・施設) 、ほうれん草、白ねぎ、玉ねぎ、
白菜、キャベツ、レタス、大根、にんじん、アスパラガス、ミニトマト(施設)、いちご(施設)、
ピーマン(露地・施設)、リンゴ、温州みかん(露地・施設) 、ぶどう(露地・施設) 、日本なし、もも、
ばれいしょ、かんしょ、茶 2

令和６年３月からの本格運用以降、

登録番号付与967件
販売店舗等1,0２６か所
（令和７年５月末時点）



１．環境負荷低減の見える化システム概要（２）

・生産者の栽培データから、GHG排出・吸収量を算定し、等級と登録番号を自動で付与できるシステムを、
農研機構のWAGRI上に開発し、令和７年６月から運用を開始した。
・既存の営農管理アプリとAPI連携（要申請）することにより、営農管理アプリユーザーの利用促進と入力
作業の省力化を図る。
・算定結果は自己宣言方式としつつ、クラウド上で生産者データを抽出・検証し、信頼性を担保。地域の
慣行栽培の値から極端に外れたデータ等は自動で検出。
・サプライチェーン上のScope3算定のデータや加工食品のカーボンフットプリント（CFP）算定への活用
も想定。
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①アプリでスムーズに
算定が可能

②農林水産省への報告
後、すぐに等級と登
録番号が付与

③過去に報告した算定
結果の確認が可能

API連携することで
新たなサービスを
ユーザーへ提供可能

アプリ事業者のメリット

生産者のメリット



１．環境負荷低減の見える化システム概要（３）

環境負荷低減の見える化システムの概要は以下の通りです。

WAGRI

API Gateway

営農管理アプリ

：：

認証機能
(ベンダ毎)

認可チェック
(トークン確認)

API実行
(トークン含む)

API実行結果
返戻(JSON)

WAGRI
トークン取得

APIリクエスト
転送

Virtual Machine

Web API機能

API結果返戻

生産者
API転送機能

営農管理アプリA

営農管理アプリB

営農管理アプリX

API①
GHG排出量算定API

API②
GHG排出量算定結果報告API

API③
算定結果照会API

API④
マスタデータAPI
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２．環境負荷低減の見える化システムAPI一覧

環境負荷低減の見える化システムのAPI一覧は以下の通りです。

API番号 名称 説明

API① GHG排出量算定API
各種算定に必要な情報を入力し、算定結果を
出力します。アラートの有無によらず算定結
果報告は行いません。

API② GHG排出量算定結果報告API

各種算定に必要な情報を入力し、算定結果を
出力します。アラートなしの場合のみ、算定
結果の報告、算定結果の出力、並びに登録番
号およびケースIDの発行を行います。

API③ 算定結果照会API

発行済みケースIDに対応する、算定結果を照
会します。ケースIDは、API②（GHG排出量
算定結果報告API）で発行されたケースIDを
使用します。

API④ マスタデータAPI
GHG排出量算定に必要な入力項目マスター情
報および地域の標準活動量（品目ごと）を返
戻します。
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３．API①の概要（１）

・温室効果ガス簡易算定シートと同様に、化学肥料・化学農薬や化石燃料の使用量、バイオ炭の施用
量、水田の水管理などの栽培情報を用い、生産活動による温室効果ガスの排出量を簡易に算定し、ま
た、算定した排出量を当該地域の慣行的な栽培による温室効果ガス排出量と比較することで、栽培面
積又は農産物の重量当たりの削減貢献率を算定します。
・米、野菜等の23品目での算定が可能です。
・米についてのみ、生物多様性保全の取組の得点に応じた等級評価も可能です。
・API①はGHG排出・吸収量算定のみの機能であり、「みえるらべる」による等級表示を行う場合には、
API②による農林水産省への算定結果報告、登録番号の取得が必要です。

▼温室効果ガス簡易算定結果概要

本APIでは、算定結果を
JSON形式で提供

露地栽培のみ対象 施設栽培のみ対
象

露地栽培も
施設栽培も対象

穀物 米

野菜 ほうれんそう、白ねぎ、
たまねぎ、はくさい、
キャベツ、レタス、
だいこん、にんじん、
アスパラガス

ミニトマト、いちご きゅうり、なす、トマト

果実 りんご、日本なし、
もも

温州みかん、ぶどう

いも ばれいしょ、かんしょ

その他 茶

▼本システムで算定可能な対象品目

6



３．API①の概要（２）

・生産者の営農情報に基づき、農産物の生産に係るGHG排出量・削減貢献量等の情報を出力します。
・入力データが不足している場合や、形式等の異なる情報が入力されている場合はバリデーションエ
ラーとなり、算定されません。
・入力データが設定されたアラート条件を満たしていない場合は、アラートを出力します。（算定自
体は実行されるので、算定結果も併せて出力されます）
・アラートが出ている算定結果については、同じデータをAPI②で入力した場合はエラーとなります。
農林水産省への算定結果の報告及び登録番号の付与はされず、みえるらべるの表示はできません。

GHG 排出量・
削減貢献量算定機能

見える化システム

API共通処理

入力チェック

データクレン
ジング

API①
GHG排出量算定API API共通処理

出力結果
返戻

入力データ

共
通

算定者/生産者情報
基本情報

農産物ごとデータ

出力データ

アラート情報(※)

各低減技術・各資材由来の
排出量/削減貢献量の情報

総合的な排出量・削減貢献
量の情報

※入力データが設定されたアラート条件
を満たしていない場合
（算定は行う）

生物多様性保全評価結果
(米のみ)

等級情報

出力データ
Validationエラー情報入力データが設定されたチェック条件

を満たしていない場合
（算定は行わない）

API実行において、事前のWAGRI認証が必要ですが本図では省略しています。 7



３．API①の概要（３）

・API①GHG排出量算定APIの仕様の概要は以下の通りです。

項目 内容

データ内容概要
・温室効果ガス排出量算定結果（農地面積10aあたり、農産物10kgあたり）
・温室効果ガス削減等級（面積、重量）
・生物物多様性保全の等級（米のみ）

提供元 農林水産省

更新時刻 随時

注意事項 本APIはGHG排出量算定機能のみであり、等級の表示にはAPI②の実行が必要です。

提供方式 REST

エンドポイント https://api.wagri2.net/mieruka/others/calculationMieruka

HTTPメソッド POST

リクエストフォーマット形式 JSON

レスポンスフォーマット形式 JSON

利用申請 必要

利用申請書、API利用規約 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mierukasystem.html

認証機能 アクセストークン認証

利用制限 あり（利用規約等に同意し、農林水産省からの許可が出た場合のみ利用可能） 8



３．API②の概要（１）

・温室効果ガス簡易算定シートと同様に、23品目の対象品目について生産者の営農情報に基づき、農
産物の生産に係るGHG排出量・削減貢献量等の情報、生物多様性保全の取組の得点に応じた等級（米
のみ）を出力します（ API①と同様）。
・API②では、アラートが出ない場合、農産物の生産段階に係るGHG排出量・削減貢献量等の算定、及
び農林水産省への算定結果報告がされ、登録番号が付与されます※ 。
・農林水産省は、API②で報告された算定結果に疑義がある場合、アプリ利用者（算定者）に対して確
認のご連絡をすることがあります。
・アプリ使用者（算定者）は、まずAPI①でGHG排出量の算定を行い、エラーやアラートが出ないこと
を確認した後、API②を実行することが望ましいです。

※みえるらべるの使用は★、★★又は★★★の等級が確定した場合のみ可能です。

販
売

算定シート
の入力・報告

登録番号の
受領

資材の受取
・貼付

算定シート
の送付

資材の
送付

みえるらべる
の表示を
検討

算定シート
利用者登録

農水省 農水省

生産者・
事業者等

▼農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」の主な流れ
生産者・
事業者等 生産者・

事業者等
生産者・
事業者等

生産者・
事業者等

API②で可能な範囲（アラートが出ない場合） 9

等級が
ついた
場合



３．API②の概要（２）

・生産者の営農情報に基づき、農産物の生産に係るGHG排出量・削減貢献量等の情報を出力します。
（API①と共通）
・所定のアラート条件に該当した場合は、エラーとなり、API①と異なり算定自体を実施せず、算定結
果も出力されません。一方、アラート無の場合、算定結果、登録番号およびケースIDを発行します。
・ケースIDについては、API③での照会時に利用します。

GHG 排出量・
削減貢献量算定機能

見える化システム

API共通処理

入力チェック

データクレン
ジング

API②
GHG排出量算定結果報告
API

API共通処理

出力結果
返戻

入力データ

共
通

算定者/生産者情報

基本情報

農産物ごとデータ

出力データ
Validationエラー情報入力データが設定されたチェック条件

を満たしていない場合
（算定は行わない）

結果報告・
ケースID発行機能

出力データ

アラート情報(※)

各低減技術・各資材由来の
排出量/削減貢献量の情報

総合的な排出量・削減貢献
量の情報

※入力データが設定されたアラート条件
を満たしていない場合

生物多様性保全評価結果
(米のみ)

等級情報

登録番号

ケースID

登
録

API実行において、事前のWAGRI認証が必要ですが本図では省略しています。 10



３．API②の概要（３）

・API②GHG排出量算定結果報告APIの仕様の概要は以下の通りです。

項目 内容

データ内容概要

・温室効果ガス排出量算定結果（農地面積10aあたり、農産物10kgあたり）
・温室効果ガス削減等級（面積、重量）
・生物物多様性保全の等級（米のみ）
・登録番号
・ケースID

提供元 農林水産省

更新時刻 随時

注意事項 ケースIDは農業者の同意のもと、管理をしてください

提供方式 REST

エンドポイント https://api.wagri2.net/mieruka/others/reportMieruka

HTTPメソッド POST

リクエストフォーマット形式 JSON

レスポンスフォーマット形式 JSON

利用申請 必要

利用申請書、API利用規約 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mierukasystem.html

認証機能 アクセストークン認証

利用制限 あり（利用規約等に同意し、農林水産省からの許可が出た場合のみ利用可能） 11



３．API③の概要（１）

・API②で発行済みケースIDに対応する、算定結果及び入力した栽培情報を照会します。
・実行アプリに制限をかけないため、他の営農管理アプリで報告した算定結果及び栽培情報に
ついても照会が可能です。

▼温室効果ガス簡易算定シートの概要

本APIでは、入力情報と算定結果
をJSON形式で提供 12



３．API③の概要（２）

・ API②：GHG 排出量算定結果報告API により発行されたケースIDを用いて算定結果を出力しま
す。（算定者本人又は算定者の了承の上でケースIDを許可された者（算定者の取引先など）によ
る利用を想定しています）
・本APIは、API実行アプリ（ユーザー）による実行制限をしません。（WAGRI認証は必須）

見える化システム

API共通処理

入力チェック

データクレン
ジング

API③：
算定結果照会API API共通処理

出力結果
返戻

出力データ
Validationエラー情報入力データが設定されたチェック条件

を満たしていない場合

出力データ

各低減技術・各資材由来の
排出量/削減貢献量の情報

総合的な排出量・削減貢献
量の情報

生物多様性保全評価結果
(米のみ)

等級情報

登録番号

入力データ

ケースID

参
照

API実行において、事前のWAGRI認証が必要ですが本図では省略しています。

栽培情報

13



３．API③の概要（３）

・API③算定結果照会APIの仕様の概要は以下の通りです。

項目 内容

データ内容概要

・温室効果ガス排出量算定結果（農地面積10aあたり、農産物10kgあたり）
・温室効果ガス削減等級（面積、重量）
・生物物多様性保全の等級（米のみ）
・登録番号
・（結果報告をした）栽培情報

提供元 農林水産省

更新時刻 随時

注意事項 API②で発行されたケースIDが必要です。

提供方式 REST

エンドポイント https://api.wagri2.net/mieruka/others/getreportMieruka

HTTPメソッド POST

リクエストフォーマット形式 JSON

レスポンスフォーマット形式 JSON

利用申請 必要

利用申請書、API利用規約等 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mierukasystem.html

認証機能 アクセストークン認証

利用制限 あり（農林水産省からの許可が出た場合のみ） 14



３．API④の概要（１）

・温室効果ガス簡易算定シートでの入力項目等に基づき、GHG排出量算定に必要な入力項目マスター情報お
よび地域の標準活動量（品目ごと）を返戻します。
・営農管理アプリ上での入力項目の表示や、標準値を使用する際の画面表示のために、営農管理アプリ側で
保持・定期的に同期いただくことを想定しています。
・入力項目マスター情報の更新など、営農管理アプリ側で本APIを必ず実行していただきたい際には、事前に
利用申請書に記載されたメールアドレス等にご連絡いたします。

▼温室効果ガス簡易算定シートの入力項目、標準活動量表示の例

本APIでは、JSON形式で提供 15



３．API④の概要（２）
・算定に使用する標準活動量、及び入力項目に使用するマスタ定義を出力。
・データタイプ：
 ・(マスタパラメータの場合) 算定に使用する標準活動量を返戻します。
 ・(マスタ定義の場合) 入力項目に使用するマスタ定義を返戻します。
・本APIのデータは、更新頻度が低いものの更新の可能性があるため、営農管理アプリ側で保
持・定期的に同期いただくことを想定。

見える化システム

API共通処理

入力チェック

データクレン
ジング

API④：
マスタデータAPI API共通処理

出力結果
返戻

出力データ
Validationエラー情報入力データが設定されたチェック条件

を満たしていない場合

出力データ
マスタパラメータ

入力データ

データタイプ
(パラメータ/定義) 参

照

API実行において、事前のWAGRI認証が必要ですが
本図では省略しています。

出力データ
マスタ定義

標準活動量

品目定義マスタ

作物残さの取扱い方
法定義マスタ

バイオ炭の種類定義
マスタ

：：

米

トマト露地

トマト施設
：：

16



３．API④の概要（３）

・API④マスタデータAPIの仕様の概要は以下の通りです。

項目 内容

データ内容概要 ・各品目の標準活動量データ
・入力項目に使用するマスタ定義

提供元 農林水産省

更新時刻 随時

注意事項 入力項目マスター情報の更新等の、本APIを必ず実行していただきたい際には、事前に利用申
請書記載のメールアドレス等にご連絡いたします。

提供方式 REST

エンドポイント https://api.wagri2.net/mieruka/others/masterMieruka

HTTPメソッド POST

リクエストフォーマット形式 JSON

レスポンスフォーマット形式 JSON

利用申請 必要

利用申請書、API利用規約等 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mierukasystem.html

認証機能 アクセストークン認証

利用制限 あり（農林水産省からの許可が出た場合のみ） 17



４．APIのリクエスト

・API①～④の入力項目は以下の資料を参照してください。

・環境負荷低減の見える化システム_API入出力定義書
（別添）

・サンプルJSON
（利用申請後に希望があれば送付）

18



４．API①のリクエストの例

・API①GHG排出量算定APIのリクエストの例は以下の通りです。

19



４．API②のリクエストの例

・API②GHG算定結果報告APIのリクエストの例は以下の通りです。
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４．API③のリクエストの例

・API③算定結果照会APIのリクエストの例は以下の通りです。

21



４．API④のリクエストの例

・API④マスタデータAPIのリクエストの例は以下の通りです。

マスタパラメータ（品目ごとの標準活動量）を取得する場合

マスタ定義（入力項目マスター情報）を取得する場合

22



５．APIのレスポンス

・API①～④GHG排出量算定APIの出力項目は以下の資料を参照してください。

・環境負荷低減の見える化システム_API入出力定義書
（別添）

・サンプルJSON
（利用申請後に希望があれば送付）

23



５．APIのレスポンス

API①～④のレスポンスの「ステータスコード」は以下の通りです。

# コード 名称 説明

1 200 OK リクエストが正常に処理された際に返却される。

2 400 Bad Request リクエストに誤りがあった際に返却される。

3 401 Unauthorized 認証に失敗した際に返却される。

4 403 Forbidden アクセスが禁止されているリソースにアクセス
しようとした際に返却される。

5 404 Not Found リクエストされたリソースが見つからなかった
際に返却される。

6 422 Unprocessable Entity リクエストのバリデーションチェックにエラー
があった際に返却される。

7 500 Internal Server Error サーバー内部でエラーが発生した際に返却され
る。

24



５．API①のレスポンス

・API①GHG排出量算定APIのレスポンスの例は以下の通りです。
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５．API②のレスポンス

・API②GHG算定結果報告APIのレスポンスの例は以下の通りです。
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５．API③のレスポンス

・API③算定結果照会APIのレスポンスの例は以下の通りです。
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５．API④のレスポンス

・API④マスタデータAPIのレスポンスの例は以下の通りです。

マスタパラメータを取得する場合 マスタ定義を取得する場合

28



６．API①利用のサンプルソースコード

import requests

url = "https://api.wagri2.net/mieruka/others/calculationMieruka"

headers = {

  'X-Authorization': 'アクセストークン',

}

body = {

  #JSON形式で入力項目を指定する
}

response = requests.post(url, headers=headers)

print(response.text)

API①GHG排出量算定APIのサンプルソースコードは以下の通りです。

29



６．API②利用のサンプルソースコード

API②算定結果報告APIのサンプルソースコードは以下の通りです。

import requests

url = "https://api.wagri2.net/mieruka/others/reportMieruka"

headers = {

  'X-Authorization': 'アクセストークン',

}

body = {

  #JSON形式で入力項目を指定する
}

response = requests.post(url, headers=headers)

print(response.text)
30



６．API③利用のサンプルソースコード

API③算定結果照会APIのサンプルソースコードは以下の通りです。

import requests

url = "https://api.wagri2.net/mieruka/others/getreportMieruka"

headers = {

  'X-Authorization': 'アクセストークン',

}

body = {

  #JSON形式で入力項目を指定する
}

response = requests.post(url, headers=headers)

print(response.text)
31



６．API④利用のサンプルソースコード

API④マスタデータAPIのサンプルソースコードは以下の通りです。

import requests

url = "https://api.wagri2.net/mieruka/others/masterMieruka"

headers = {

  'X-Authorization': 'アクセストークン',

}

body = {

  #JSON形式で入力項目を指定する
}

response = requests.post(url, headers=headers)

print(response.text)
32


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33

